
まちづくり通信５月号の「まち協クイズ」
当選者に、景品をお渡ししました。

まちづくり通信弥生が丘地区

弥生が丘地区まちづくり推進協議会
ホームページ

http://yayoigaoka.info/ 

シンボルマーク
「やよいのき」

令和 年 月号

～子どもたちが故郷と呼べるまち 私たちのまち 弥生が丘～

My home town Yayoigaoka
発行：弥生が丘地区まちづくり推進協議会事務局 ☎０９４２－５５－８６３３

※クイズにご応募くださった方全員に、エコバックを準備
しておりますので、推進センター事務室にお越しください。

ＪＲ鹿児島本線架橋下県道(アンダーパス)沿いに「水没危険警告灯」が

設置されました。大雨等による通行車両の水没事故を防ぐため、滞水時に

は警告灯が点灯し、エアーで膨らむ大型の円筒型表示板(エアー遮断機)が

自動で道路を緊急仮封鎖します。

弥生が丘地区の皆さん、日頃より
まちづくり推進協議会の活動にご理

解ご協力いただきありがとうござい

ます。弥生が丘地区は、他地区と比

べると、平均年齢が１０歳ほど若い

弥生が丘地区まちづくり推進協議会

会長 松田 隆

そうです。景観も美しいこの弥生が丘地区をより若々

しく活気ある地区にするために、活発に協議していき

たいと思っています。よろしくお願いいたします。
３年ぶりとなる対面での運営委員会、定期総

会の開催となり、総勢５７名が参加されました。

警告灯を確認して
おいてね！

まちづくり推進協議会（まち協）の概要や弥生が丘地区
まち協の活動や推進計画について説明していただきました。

役員挨拶、部会委員紹介を行い、年間事業計画や７月２１

日開催予定の「防災セミナー」等について協議されました。

役員挨拶、部会委員紹介を行い、年間事業計画や「ク

リーンアップウォークラリー」等について協議されました。

第８回

弥生が丘地区文化祭
１１月５日(土)

開催予定‼

去年一昨年とホームページ上での開催でした。３年ぶ
りの会場開催に向けて、地区文化祭の日程や内容、テー

マ等について活発な意見が交わされました。

… …

❕

〈クイズの答えは、「８４１(やよい)」でした〉



＊お問い合わせ先＊弥生が丘地区まちづくり推進協議会事務局（弥生が丘まちづくり推進センター内）

☎ 0942-55-8633（9時～ 17時 ※日祝除く）

令和４年６月２０日現在 ※予定が変更になることもあります。

弥生が丘地区
行事予定

■まちづくり推進協議会 役員会

文化祭実行委員会・合同部会「防災セミナー」

■青少年育成会 出前授業「エコバック、なぜ必要なの？」

～みんなで環境について考えよう！～

■民生委員児童委員協議会 定例会・研修会

６日（水）

２１日（木）

１１日（月）

１３日（水）

熊本地震の現状を知り、地域で
何を取り組むのか、自分で何が出
来るのかを改めて考え、防災に対
する意識を高めましょう。

講話では「高齢者の健康と時間栄養学」について学び、実習ではクエン酸が豊
富なレモンを使ったちらし寿司等を作りました。作った料理は持ち帰りました。

スポーツ教室を弥生が丘小学校体育館にて開催、参加者は「 ソフトバレーボール」
と「いごてだま」を楽しまれました。初日には鳥栖市特命応援団長の高橋義希さんも

参加され、地域の皆さんと一緒にプレイされました。

じっとしていると筋力が衰える
そうです。ボランティアや地域の
活動に参加して、健康寿命を延ば
しましょう！

３年ぶりの開催となりました。講師の山津医院 山津善保院長に
「新型コロナ感染症の実態と対策 今できる、体力維持と健康法」
と題して、コロナの現状や健康維持、地域包括ケアシステム等に
ついてお話していただきました。今年はインフルエンザに対する
免疫低下のため、ダブル感染に注意が必要なこと、団塊の世代が
７５歳以上となる２０２５年以降は医療や介護の需要が増加する
こと等も教えていただき、大変有意義な研修会となりました。

準備体操

いごてだま ソフトバレーボール


